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集落の形態

森朋子
札幌市立大学デザイン学部 准教授

コタン
　コタンは、アイヌ語で「むら」を示します。アイヌ民族は狩猟採集を生業とし、その居住
地をコタンと呼び 1、アイヌ語には国や郡といった社会の単位組織を指す言葉がないことか
ら、アイヌ民族にとってコタンが唯一の社会単位とされています。すなわちコタンは、日
本語の「むら」と同様に社会組織の単位であり居住地も意味しています。
　一方、コタンは「アイヌ文化の中でこの社会組織に関する分野は一番研究が遅れてきた
といってよい」2 と言われ、その空間的解明は、地図資料を頼りに手探りで見ていく必要が
あります。

コタンの変遷
　高倉は、コタンをその成因により、自然部落（近世以前の狩猟採集生活を基礎に血族団
体にて水辺に自然発生した集落）、強制部落（和人による支配・干渉を受け２つ以上の血縁
で組成された集落）、保護部落（1899 年北海道旧土人保護法（以下保護法）により給与さ
れた給与地内の集落）に分類して時代的変遷を示しました（表１）３。正確な図面をもとに
分析ができるのは給与地図以降であり、保護部落（以降、アイヌ集落）からと言えます。

アイヌ集落の形態
　居住地は飲み水が得られた洪水の恐れがない乾燥地で、川や沢の合流点以外に場所が選ば
れました。また、集落内の住居配列は、宗教的信仰を基にチセ長軸上の「神窓」が川の源
流方向に向くよう配置され、狩猟採集民集落の「線形集落」に分類されます 4。高倉も自然
部落に同じ指摘をし、さらに建物が「出鱈目に密集」した要因を「通路に縛られない」こ
ととします ３。

表１ コタンの変遷（高倉 3 参照、集落平面 4 加えて筆者作成）
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図 1   各居住地（一戸あたり）の家屋配置と給与区画（基本型）

図 2   二風谷村の土地利用・区画形状分類別分析図

　一方アイヌ集落は、鷹部屋がチセは
道路の東側に同型（間口四間・奥行三
間位）で何れも祭壇が並び道路西側に
便所が並ぶ往時の面影を「得異な景観」
５ と表した通り、同型住居とその構成・
配置がアイヌ集落の特徴であったこと
を示唆しています。給与地図に参照す
ると、各居住地の家屋は道路を挟む一
対 2 区画に信仰方向に配置（図 1）さ
れ、集落として見ると、道沿いに居住
地が連なる「列状路村」の集住形式で

「沿道型」を示します（図 2）。
　アイヌ集落は、信仰方向にチセの長
軸を向けた居住空間構成を継承してそ
の特徴を示す一方、保護法によるアイ
ヌ民族への勧農施策によって、土地生
産性を重視した農地確保と集住の方針
に影響され、沙流川流域地域を南北に
貫く道をチセ・便所間に挟む「列状路
村」形式にて次第に集住し、「沿道型」
の平面形態を成した結果、各居住地は
道を挟む「一対 2 区画」を基本とする
給与区画となったと考えられます。

　本稿は拙稿（森朋子 : 「給与地図」に見る
アイヌ集落の居住地形成原理に関する考察，
二風谷村における各居住地の特性と集落社
会の関係性に着目して，日本建築学会計画
系 論 文 集 ,88(809),pp.2151-2159,2023.7）
を一部抜粋したものです。

------------------------------------------------
補注
１コタンは、家１軒でも仮住居の場所でもコタンという。知里真志保：地名アイヌ語小辞典 ( 復刻版 ), 北海道出版企画

センター ,P.50,1984（初版 1956 年）
２アイヌ民族博物館監修 : 増補・改訂アイヌ文化の基礎知識 ,P.180, 草風館 ,2018　アイヌ民族の「むらのしくみ」に関し、

いわゆる一般的な説明から。
３高倉新一郎「アイヌ部落の変遷」, 日本社会学会年報 ,7,PP.130-163,1940
４渡辺仁：狩猟採集民集落平面形の体系的分類，社会生態学的・進化的研究，国立民族学博物館研究報告，

11(2),PP.489-541,1986 渡辺は、狩猟採集民と非近代的農耕民の住居の平面的配列パターンにより、集落平面を５類（群
団形、線形、四角形、沿道型、格子形）に分類し、狩猟採集民としてのアイヌ民族の集落を「線形集落」に位置付けた。

５鷹部屋福平：アイヌ住居の研究（続き）, 日高平取方面に於ける地方性 , 北方文化研究報告 ,5,PP.103-142,1941 の P.107
に第一図「日高国沙流郡二風谷村旧土人給与地 明治 35 年 4 月調査」手書きの図面が掲載されている。


